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食育に視点をおいた料理教室の教育プログラムに関する 
系統的文献レビュー

Systematic Review of the Studies of Educational Programs in the Cooking Classes from 
the View Point of “Shokuiku（Food and Nutrition Education）”

中津井貴子、長坂祐二
Takako Nakatsui, Yuji Nagasaka

抄録： 
　本研究の目的は、食育に視点をおいた料理教室の教育プログラムに関する文献を系統的に収集し、対象者に対し
てどのような介入を行い、その効果をどのように検証しているかをレビューすることにより、今後の食育活動の一
環として料理教室を企画・評価する際のヒントを提案することである。文献の収集は、Google scholar®を利用し
たデータベース検索、日本食育学会誌（2007〜2014年）のハンドサーチ、収集した文献に記載されている参考文献
の収集によって行った。最終的に全文精読によって16編を選択した。レビューの結果、料理教室を企画・評価する
際のポイントとして以下のことが明らかになった。1）事前事後でどのような変容が見られたかを検証するために
教室の目的を明確にすること、2）料理教室での実習献立は対象者自身に簡単においしくできるということを実感
させるように工夫すること、3）料理教室の事前事後に実施することで食育の効果を検証する質問紙を作成するこ
と、4）料理教室の効果を継続、定着させるための啓発資料に調査結果を活用すること。 

Abstract： 
We systematically reviewed the  literatures about the studies of educational programs  in the cooking classes 
from the view point of “Shokuiku （Food and Nutrition Education）”, and proposed some hits for plannings 
and evaluations of  the cooking classes. We searched the  literatures using the database of Google scholar®, 
and also examined the articles reported  in the Journal of Japanese Society of Shokuiku diring 2007-2014, and 
references  in the collected  literatures. Finally we selected 16  literatures by the careful reading of  the whole 
literatures. In this study, we revealed the points to success the cooking classes as follows: 1） clear the purpose 
of the class to evaluate the effects, 2） develop the easy and appetizing recipes for the participants to wish to 
eat them at their home, 3） prepare the questionnaires to evaluate the differences before and after the classes, 4） 
apply the results of the questionnaires for the continuous enlightenment of the participants.
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はじめに 
食育基本法（平成17年７月施行）は、近年の我が国
の食をめぐる状況の変化に伴う様々な問題に対処する
ために制定された。その前文において、「子どもたち
に対する食育は、心身の成長及び人格の形成に大きな
影響を及ぼし、生涯にわたって健全な心と身体を培い
豊かな人間性をはぐくんでいく基礎となるべきもので
ある」とし、子どもへの食育を重視している。第２次
食育推進基本計画（平成23〜27年度）1）は、食育推進
のための総合的な施策を提示している。特に、家庭に
おける望ましい食習慣や知識の習得の場として、親子
料理教室などにおいて自分で料理する経験や家族で食
を楽しむ機会を提供する活動を推進している。
子どもへの食育において、家族が食卓を囲んで共に
食事をとりながらコミュニケーションを図る「共食」
の重要性が注目されている1）。本田2）らは、保護者の
食に関する意識が高いことが、バランスの良い食事と
果物、野菜の摂取を心がけるなど中学生の食に関する
意識、生活習慣病予防態度、食品摂取頻度、健康状態
の良い影響があることを示している。また、山口ら3）

は、母親の食行動が幼児の食習慣形成要因の一つにな
ることを示し、年齢による発達段階に応じて食事づく
りの手伝いを積極的にさせることにより、幼児の食に
対する関心を高め、調理技術に加えて、母親の食に関
する基本的な考え方を伝えていくことができると報告
している。
親子料理教室は、食への関心、調理技術、保護者と
子どもの食に関する意識の共有など子どもへの食育と
して重要な要素を内包する教育プログラムとして優れ
た効果が期待できる。本研究では、親子料理教室を含
む料理教室の実践事例について系統的に文献検索を行
い、対象者、介入方法、効果について整理した。特に、
効果の評価方法を食育の視点から分析することにより、
今後の親子料理教室を企画、運営、評価を行う際の参
考資料とすることを目的とした。

方法
１　文献の収集
 １）データベース検索
本研究に関連する文献は、Google  scholar®が提供
する文献データベースを用いた検索によって収集した。
検索式は、①対象エリア：児童、生徒、親子、②研究
エリア：親子料理、親子料理教室、料理、調理、食育、
③研究エリア：評価、効果、成果、調理技術の３群を
設け、それらを掛け合わせて検索した。検索により抽
出された文献について、表題及び抄録を検討し、本研
究に関連する文献を収集した。収集する文献は日本語
で書かれたものに限った。
２）ハンドサーチ
食育に関する研究を収載した｢日本食育学会誌｣の第
１巻第１号（2007年10月）から第８巻第１号（2014年
１月）の全25冊に公表された文献について、表題及び
抄録を検討し、本研究に関連する文献を収集した。
 ３）参考文献の検索
データベース検索及びハンドサーチにより収集した
文献に掲載されている参考文献について、表題及び抄
録を検討し、本研究に関連する文献を収集した。
 ４）全文精読による文献の選択
データベース検索により15編、ハンドサーチにより
21編、参考文献の検索により６編、計42編の文献を収
集した。これらの文献について、全文精読により、本
研究でレビューする文献を選択した。選択の基準は、
対象者の人数と属性、研究デザイン、親子料理教室の
提供方法、教育プログラムの内容、教育期間（回数、
時間）、評価方法、評価時期を明確に記載しているこ
ととした。その結果、データベース検索から６編４〜９）、
ハンドサーチから９編10〜18）、参考文献から１編19）、計
16編の文献を選択した。選択した文献について整理し
たものを表に示した。

表　食育の評価に視点をおいた親子料理教室等の文献
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結果 
１　文献の種類
文献の種類は、「研究ノート」が３編４,10,17）、「報

告」が３編５,８,14）、「レポート」が２編６,７）、「原
著論文」が７編９,11,12,13,15,16,18）であった。親子料理教室に
ついて系統的文献レビューを行ったものはなかった。
２　対象者
対象者は、幼稚園親子を対象にしたものが６編４,８,10

〜13）、小学生親子を対象としたものが４編５〜８）、小学
生だけを対象としているものが３編14,18,19）、幼稚園と
小学校の保護者だけを対象としているものが１編16）、
大学生だけを対象としたものが２編15,17）、一般を対象
としたものが３編６,７,９）であった。この３編は対象者が
重複していた。また、１回の教室で対象とする人数は、

20〜30人が多かった。一般を対象とした料理教室は、
地元の大学や青果物卸業者及び水産業者が主催して開
催されたもので、地元の一般市民から参加者を募って
おり、地元でとれた魚や野菜を食材として使った「手
軽にできるレシピ」を紹介し、参加者に「手軽さ」と
「美味しさ」を伝え、地元の魚や野菜の消費拡大に繋
げることを目的としていた。
３　研究デザイン
研究デザインは、料理教室参加者に対する介入研究
が13編４〜16）、小学生または中学生を対象にした横断研
究が２編18,19）、横断研究と介入研究の両方を行ってい
たものが１編17）であった。
４　評価方法
「レポート」の２編６,７）を除く14編１,２,５〜19）において、
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質問紙調査が行われていた。介入研究においては、料
理教室参加の前後での質問紙調査を行っていた。質問
紙の質問内容については、対象者の食行動（食習慣）
についての質問10〜18）がもっとも多く、次いで対象者
の日常生活での調理頻度や対象者の調理技術に関する
質問が多かった10,11,13,14,16〜18）。しかし質問文に共通した
ものはなく、それぞれ独自に作成した質問紙を用いて
いた。また、料理教室参加の前後で質問紙調査を行っ
ている場合は、同一の質問紙による調査が行われて
おり10〜14）、介入前後の変化を検証していた。料理教
室の内容を評価するための質問紙調査が行われてい
る研究11,12,15）では、料理教室自体の評価と介入前後の
対象者の変化を合わせて検討することにより、料理教
室での体験がその後の対象者の食行動にどのように影
響したか具体的に検証することができる内容となって
いた。食育の視点から料理教室の効果を問う質問とし
ては、子どもに対しては、「子どもの食習慣」、「家
での調理体験（手伝い）の有無や頻度」、「食に関す
る意識や知識」、食行動」、「調理技術や調理作業を
行う自信度」に関する内容の質問がされていた。保護
者に対しては、「保護者の食意識」、「保護者の食行
動」、「子どもに対する食教育」に関する内容の質問
がされていた。
５　主な結果と結論
料理教室を開催し、参加者に対して事前または事前
事後に質問紙調査を行った研究11編中、何らかの改善
効果が認められているものは９編であった４,５,８,９,11,12,14〜
16）。主な効果として、料理教室に参加することで「子
どもの食への関心が高まった」４）、「調理することが
楽しい」５）、「よりよい食生活についての意識付けが
できた」11,16）、「調理する意識が高まったことが家庭
での実践につながり８,９）調理に対する自信度が向上し
た14）」、「料理をすることで自分の食に関する満足感
も高まった11）」などがあげられており、料理教室によ
る実践的な介入は、調理技術の向上や自分の食生活へ
の関心を高めることが期待できる。しかし、野間ら10）

は、料理教室で保護者の食事作り意識は高まったが、
実際の食生活についての調査をしていないため、日常
生活の食事作りが変容したか否かについて不明であっ
た。堀田13）は、料理教室に参加している父親は、子ど
もへの食育に父親が関わることが必要と思っているが、
日常的には実践できていないことを報告していた。
幼稚園親子を対象に、親子料理教室に参加した群
（介入群）と参加しなかった群（対照群）を比較した
研究11）では、全母親に対して実施した事前事後のアン

ケート調査の結果、対照群においても食への関心が高
まっていた。

考察
1．料理教室の目標設定の必要性
今本ら４）は、「目指す子どもの像」として具体的な

目標を掲げて料理教室を開催することで食育の効果が
得られることを報告し、料理教室の開催にあたっては
対象者に何を身に付けさせたいか目標を明確にして取
組むことが大切であるとしている。料理教室を企画・
開催する時は、目標を具体的な行動として記述し、そ
れを達成するために必要な献立や調理技術を取り入れ
た教育プログラムを作成する必要がある。
2．料理教室における調理技術・献立の選択
料理教室では、一人で調理を行うという経験が調理
技術を向上させて、家庭での調理の実践に繋がるとい
う14,15）。磯部ら14）は、料理教室の実習献立は、材料が
手に入りやすく、調理手順が単純な料理を取り上げる
方が効果的であることを明らかにしている。また、村
井ら16）は家庭で実習した料理を作ろうとする動機づけ
には実習献立の評価及び食生活に対する重視度が影響
しているという。これらのことから、料理教室では、
調理手順が少なく簡単に作れるもので、しかも対象者
が「作っておいしかったから、また家で作りたい」と
感じる献立を提供することが家庭での食育の実践に繋
がっていくと考えられる。
3．料理教室の開催回数
室岡ら９）は、１回限りの参加者を募って開催する方

式であると食態度が継続しない可能性があり、逆に連
続参加を条件として開催する方式だと参加者が少なく
なり、働きかける人数が少なくなるという。幼稚園児
と保育園児を対象とした研究を行った野間ら10）は、一
園を対象として行うことで、園児をとおして家族全体
へ食育の重要性を伝える効果があるという。料理教室
を企画・開催する時は、１回限りではなく、継続した
介入が可能な時間と場所を選択することが重要である。
4．質問紙による意識調査や食育通信の活用
堀田ら11）は、10回の食育プログラムよりも園児の食

行動や母親の意識調査の実施そのものが食への関心を
高めたことを報告している。園児の食行動及び母親の
意識調査を実施し、食育通信による情報提供を料理教
室に参加する介入群だけでなく、料理教室に参加しな
い対照群に対しても行ったところ食生活の改善がみら
れたという。このことから質問紙調査は、単に料理教
室の効果を測定するだけでなく、調査結果を啓発資料
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として活用することにより、料理教室の目標を繰り返
し対象者に意識させることになり、望ましい食生活へ
の動機づけとなると考えられる。
５．料理教室の評価方法の共有
料理教室に参加することの効果は、ほとんどの研究
で質問紙調査によって測定されていた。しかし、質問
内容や質問文に共通のものはなく、それぞれの取り組
みを比較することはできなかった。料理教室を食育活
動の中で位置づけていくためには、料理教室の効果を
食育の視点から測定する共通の質問紙を開発する必要
がある。
６．料理教室の実践報告発信の必要性
第２次食育推進基本計画１）が策定されてから、子ど
もが実際に自分で料理を作るという体験を増やして行
くことや親子料理教室などにおいて食事についての望
ましい習慣を学びながら食を楽しむ機会を提供する活
動が推進されている。しかし、料理教室への参加が子
どもの食育に与える影響について検討した文献は少な
いことから、食育の一環として料理教室を企画、開催
するものは、それぞれの取り組みを学会等で積極的に
実践報告を発信し、情報とノウハウを共有することが
望まれる。

結論
料理教室の開催に当たっては目的を明確にし、対象
者が料理教室に参加することで、事前と事後とでどの
ような変容が見られたかを検証していくことが必要で
ある。また、料理教室での実習献立は、対象者自身に
簡単に、おいしくできるということを実感させるよう
に工夫することが重要である。対象者に対する質問紙
調査は、料理教室の事前・事後に実施することで、食
育の効果を検証することができる。また、調査結果を
対象者への啓発資料として活用することで料理教室の
効果を継続、定着させることが期待される。
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